
様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

主な取組 環境共生型観光の推進

対応する
主な課題

③いわゆるブルー・ツーリズムなど自然環境を資源として利用する経済活動により一部自然環境の劣化がみられることから、適正な環境保全と利用
のルールを定め、自然環境の保全と経済活動の両立を図る必要がある。

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

「主な取組」検証票

施策展開 1-(1)-エ 自然環境の適正利用
施 策 ②　自然環境の持続可能な利用の促進

施策の小項目名 ○自然環境を利用するルールづくりの推進

実施主体 県、市町村

 担当部課【連絡先】 文化観光スポーツ部観光振興課 【098-866-2764】

  環境共生型観光の推進のため、市町村、地域の協議会等が行う自然環境等の保
全に配慮した観光地づくりへの取組を支援することにより、沖縄観光の持続的発
展を図る。

H29 H30 R元 R2 R3

２　取組の状況（Do）

予算事業名 エコツーリズム推進プラットフォーム事業

主な財源 実施方法
H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 令和3年度活動内容と令和4年度活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額

県単等 ○R4年度：　環境部と連携し、世界自然遺産登録地域の
観光管理計画の実施に取り組む。

予算事業名

主な財源 ○R3年度：　環境部と連携し、世界自然遺産遺産登録地
域の観光管理計画の策定等に取り組んだ。

県単等 委託 4,398 4,433 6,148 5,964 7,156 6,440

決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

○R4年度：

○R3年度：
主な財源 実施方法

R3年度 R4年度 令和3年度活動内容と令和4年度活動計画

決算額 決算額

１件

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ支援

市町村等が行う観光資源の利用ルール等の策定やプローション、人材育成などへ
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活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

 (２)これまでの改善案の反映状況

活動指標名 プロモーション支援 R3年度 R3年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H29年度
　観光情報サイトにおいて市町村における自
然環境に配慮したルール等に関する周知を実
施した。

１件 ２件 １件 １件 １件 １件 100.0%

7,156 順調

H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

活動指標名 R3年度

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)

　観光情報サイトにおいて市町村における自
然環境に配慮したルール等に関する周知を実
施するとともに、世界自然遺産登録地域にお
ける観光管理について、環境部と連携して取
り組んだ。活動指標名 R3年度

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B

令和3年度の取組改善案 反映状況

・保全利用協定締結地区への支援及び未締結地区への普及は自然保護課が中心と
なり事業を実施しているが、多くの事業者に参画してもらえるよう、当課でも周
知等の支援を行う。

・地域活性化に資する持続可能な観光を推進するため、人材育成や普及啓発活動
等に取り組む。

・環境共生型観光の推進のため、環境部と連携し、世界自然遺産登録地域におけ
る観光管理計画の策定等に取り組んだ。

・観光人材育成・確保促進事業の階層別集合型研修において、「沖縄における持
続可能な観光」をテーマにサスティナブルツーリズムやレスポンシブルツーリズ
ムの考え方等のについての講座を実施した。
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４　取組の改善案（Action）

・世界自然遺産登録地域で取り組まれている観光管理の手法等について、情報提供や意見交換の場をとおして、その他市町村にも展開を図る。

○内部要因 ○外部環境の変化

・沖縄島北部及び西表島が世界自然遺産に登録された。 ・SDGsの推進について、世界的な関心が高まっている。

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・世界自然遺産登録地域で取り組まれている観光管理の手法等について、情報提供や意見交換の場をとおして、その他市町村にも展開を図る必要がある。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部環境の変化）


